
若
桜
鉄
道
を
走
る
隼
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
が
、
７
月
１
日
か
ら

日
ま
で
京

18

都
市
下
京
区
の
京
都
鉄
道
博
物
館
で
特
別
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
鉄
道
の
殿
堂
で

バ
イ
ク
と
列
車
と
の
夢
の
共
演
が
実
現
し
、
期
間
中
は
全
国
の
鉄
道
フ
ァ
ン
、

隼
フ
ァ
ン
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
関
わ
っ
た
方
々
か
ら
貴
重
な
コ
メ
ン
ト
を
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
写
真
と
合
わ
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
貴
重
な
車
両
を
長
期
間
に
わ

た
っ
て
お
預
か
り
し
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

わ
れ
わ
れ
か
ら
の
無
謀
と
も
言
え
る

申
し
出
を
若
桜
鉄
道
さ
ま
、
若
桜
町
さ
ま
、

八
頭
町
さ
ま
、
ス
ズ
キ
二
輪
さ
ま
に
快
く
受
け
入
れ
て
い
た

だ
き
、
鉄
道
車
両
と
大
型
バ
イ
ク
の
初
め
て
の
コ
ラ
ボ
を
実

現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
毎
週
末
に
は
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
で
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
入
場
者
の
み
な
さ
ん
も
大
変
喜

ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※「街村探旧所」は若桜鉄道有形登録文化財の素晴らしさを多くの人に

伝えたいと活動されている、八頭町に在住する有志の会です。
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若桜鉄道運行対策室さまの提供で、わかてつ応援ソングＣＤを、読者

５名の方にプレゼントさせていただくことになりました！ご希望の方

は八頭町観光協会（０８５８－７２－６００７）へご連絡ください。

９月１日午前１０時より先着順で受け付けいたします。

林英史さん（郡家中北連リーダー）

京都鉄道博物館における演舞では、大変

お世話になりありがとうございました。

また演舞会場にお越しいただいた皆様に

も多くの声援をいただき、われわれメン

バーにとっても貴重な体験となりまし

た。心より感謝申し上げます。西村知英子さん（地元音楽活動家）

若鉄応援ソングを作ったみなさんと一緒に演奏させて

いただきました。隼列車もバイクの隼も展示ブースは

大にぎわいで貴重な体験をさせていただきました。こ

れまでに私の作ったオリジナル曲を集めた応援ソング

アルバムもいつかお届けできたらと思っています。

中山大介さん（若桜鉄道）

令和3年11月の初回打ち合わせから携

わらせていただきました。京都鉄博に

若鉄の車両展示なんて想像もつかなか

ったのを覚えております。京都では車

両回送時の作業立会い、物販、列車検

査等をさせていただきました。多くの

方々に若桜町、八頭町、若桜鉄道のこ

とを知っていただけたと思います。携

わられた両町の職員の方々そしてJR関

係者の方々本当にありがとうございま

した。

山村俊太さん

（隼駅を守る会事務局長）

今回の展示で驚いた事があります。

それは、京都鉄道博物館からのオファーであ

った事、観光列車ではなく隼号だった事です。

観光列車やローカル線は他にも沢山あります

が「隼駅×Hayabusa」はどこにもないオンリ

ーワンです。そこに着目してくださった事は

隼駅がきっかけで引っ越して来た者として大変嬉しかったです。

「若桜鉄道や地域をなんとかしたい」という人の想いが訪れた人におもてなしを行

い、「若桜鉄道隼駅を守る会」を筆頭にスズキや様々な箇所と関係を作り上げ、時間

をかけて出来上がった若桜鉄道の魅力。車両や駅舎といった「モノ」だけではない

「若桜鉄道オンリーワンの魅力」が博物館の職員さんに届いたのかもしれませんね。

博物館からも注目されるオンリーワンを持つ若桜鉄道！

開業100周年に向かってこれからも応援したいと思います！

石谷 優さん（隼駅を守る会会長）

クロージングセレモニーに参加しました。こ

のイベントはたくさんの方に若桜鉄道を知っ

てもらい、そしてたくさんの若鉄ファンを作

ってくれました。この企画の開催に尽力いた

だいた皆様に感謝申し上げます。
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